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　　　　　　　　　　　　　南米支部通信
　　高　城　武　夫　様　　　　　　　　　　　　南米支部　神　屋　信　一
　井啓（前略）槻弓所も片身三10メ1トル北へ増築をいたします・二階にも部屋をつく
ることにして一材料だけ買ひました・米の薪付けでもすんだらばじめます・武田君のお
母さんが正木がら帰って來ました・まだお曾ひしませぬ，武岡氏一家は全く氣の毒な．
家です．武田江君には槻測用紙を時々あげてゐます・
　毎度ながら新聞を御親切に澤山お入れ　fさいまして一同感謝いたして居ります・も
う皆天文を終生の仕事と決めて居ります・百姓の天文ぢや思った麗の役にもたちます
まいけれど，兎に角やるだけはやbます．お蔭様でブラジルに天交熱が盛んになりま
しナンこの分で行けば相町触員も多くなり糊測も数多く出蹴る様になるとおもひます・
私等の方でも所員として少し仕込むつもりで屠ります・私が來春鯖言いたしましたら
御厄介になって少し教育していたゴいてと存じてゐます．大窪君と勝浦君とが蹄るは
つにしてゐましたがどうしても私に幽きに蹄へる様にといってききませんから種々要
件もありますから麟ることにしました・
　釜i中，サッポロに出張所が禺來たことは結構なことで御座いました，：花肉の概測網
は益々充實して來たわけです・私版も南天の守りとなb得る様努力に努力を重ねるこ
とにいたします・大窪，勝浦爾君も堅い決心をして居ります・來年は大窪君もワイフ
を探さねばならないと存じてゐます・勝浦君はもうしばらく活躍してからといふこと
になってゐます・兎も角死ぬまで天女を手鼻とする様になってしまひました．一生を
愉快に暮すことの禺來ますことを感謝してゐます・
　宿舎の大破損は先止方の御困りの程と御察しいたします・御ケガのなかった事は何
よりでありました・
　今日の御通信で機械等を大破のなかった事を知b安心い1たしました，
　しかし復興には大骨折ωことで御座いませう・
　早校の倒壌の多かったことは淺念であります・天㌧陛］y歳を唱へて死んだ小女が
あったさうで，感激いたしました・私達海外にあるものを大いに考へさします・昨夜
家族一同に集って新聞を拝見しながら臼分たちもどうか最期の時に天1三陛下の萬歳を
唱へ得る様お互に手躍心しずよければなごぬと云ひ合ひました・
　皆様の御健康と復興の早やからんことを研り上げます．
　　昭和9年1］月2叩
會員大募集 一（規則書御申越次第進呈）一
　　　　　　　　　☆例年にない暖い日が績いて何となく嬉しい，地上の花に残立編輯だより　　　　　　　　　って，天上には火星が接近して華やかな星景色，一本號1二は
各種の玉稿が集って細目lj二大いに力を得，力みましたが限られた頁歎を分ちあぶのに
一「呂’勢でした・
☆小由先生の御包方で好響を績レナて來た攣光星の講座は本號で愈々終りましたが，何
れ」別刷、か御希望の方・＼御別ち出來る事でせう・
☆池田氏の狡論は」叉L天文用語「の議論が盛り．．ヒりそうです・讃者二二も大いに御意見
を饗表してみて下さい．
☆水野副會長が例によりし邦丈天交書一螺を御書き下さったので，何時もながら誰方
にも欣んで頂けませう・
☆來る六月號は恒例によりし時汲びし時註卜「に關する特輯號でも爵したい希望です，一
．月號誌上の投稿規定に從って四月末日までに投稿を漱迎します・（T・T・生）
